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光照射による水の分解(水素発生)を検討し， CdS と ZnS の混晶型が優れていることと，バンドギャップエネルギー
が小さいため活性を持たない PbS を超微粒子化することによって活性を付加できることを明らかにした。
以上のように，本論文は超微粒子調製については， (1)粒子は反応物の溶解，化学反応，核発生，粒子成長および粒
子凝集の各段階を経て生成し，各段階の速度式を定式化できること， (2)律速段階の式が重要であり，以降の段階の速
度を制御できること，さらに(3)シミ h レーションの手法によって異なる生成条件下の生成粒子径や数を求めることが
できることを明らかにした。よって，博士論文に値するものと判定する。
